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平成30年7月の西日本豪雨を受けて実施した重要インフラの緊急点検の結果、庄内川にお

いても、樹木繁茂等の影響により流下能力が低下している箇所が判明し、その対策を実施

している。従来の伐木除根を施工するのみでは、再繁茂が懸念されることから、庄内川に

おける再繁茂対策について検討を行い、令和元年度末から試験施工を実施しているところ

である。本報告では、試験施工の取り組みの状況ならびに効果等の経過報告を行う。 
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１． はじめに 

 

近年、雨の降り方が局地化・集中化・激甚化してきて

おり、豪雨災害が頻発していることに加え、IPCCの報

告書においては、気候システムの温暖化について疑う余

地がないことが示されるなど、今後、更なる頻発化・激

甚化がほぼ確実視され、被害の拡大が懸念されている。 

 平成30年7月豪雨、平成30年台風第21号をはじめとす

る自然災害により、堤防が決壊し、大規模な浸水により

甚大な被害が発生し、国民の生活・経済に欠かせない重

要なインフラがその機能を喪失し、国民の生活や経済活

動に大きな影響を及ぼす事態が発生している。これらの

教訓を踏まえ、重要なインフラが自然災害時にその機能

を維持できるよう、平時から万全の備えを行うことが重

要であり、その対策が急務となっている。1) 

このため、全国の河川における洪水時の危険性に関す

る緊急対策として、樹木繁茂・土砂堆積及び橋梁等によ

る洪水氾濫の危険箇所等の緊急点検を行い、その結果を

踏まえて、流下阻害や局所洗掘等によって洪水氾濫によ

る著しい被害が生ずる等の恐れがある河川について、樹

木伐採・掘削及び橋梁架替等の緊急対策を実施した。 

 庄内川水系においても樹木繁茂等の影響により流下能

力が低下している箇所があり、防災･減災､国土強靱化の

ための３か年緊急対策として樹木伐採等の対策を鋭意実

施中であり、樹木繁茂等に起因した氾濫の危険性を概ね

解消することを目指している。 

 しかし、伐採を行ったとしても短期間で樹林が回復し

てしまうなどの課題が発生している。樹木の再繁茂対策

について、具体的で確立された手法は未だに存在してい

ないため、各河川の特性、樹木の繁茂状況に応じて工夫

して対応していかなければならない。 

 よって本稿では、庄内川における再繁茂対策の手法を

確立するための試験施工の手法及び取り組み状況、効果

等の経過報告、今後の展望について紹介する。 

 

２． 庄内川の近年の主な出水 

 

平成12年9月の台風第14号及び秋雨前線がもたらした

東海豪雨による洪水は、庄内川において、既往最大流量

を記録し、派川新川の破堤などにより、名古屋市および

周辺地域に甚大な被害をもたらした。それにより、東海

豪雨相当の洪水を安全に流下させるために河道の掘削、

樹木伐採、堤防等の河川整備を鋭意実施している。 

平成23年9月の台風第15号では、台風本体が通過する

前の暖湿気の流入によりもたらされた豪雨により、庄内

川中流部の下志段味地区において本川より越水が発生、

また名古屋市守山区、春日井市、多治見市において内水

被害が発生した。 

 

３． 河道内樹木の現状評価 

 

 河道内樹木は、河岸の水衝緩和や生物の良好な生息・

生育場の提供、河川景観の形成など、治水・環境面の機

能を有する。一方で、流水の流下阻害による水位上昇

や、河川巡視の妨げとなるなど河川管理の支障につなが



 

る。また、伐採樹木については伐採株・枝・根から萌芽

再生することで早期に再樹林化することが知られてい

る。 

庄内川においては、特に中下流部の高水敷上に河道内

樹木が繁茂し、この影響により河積が減少している区間

が存在している。このため、庄内川における適正な樹木

管理は流下能力を確保する上で重要な課題となってい

る。中下流部において樹木面積が特に多く、その大部分

をヤナギ類群落、タケ類群落、ハリエンジュ群落が占め

ている。そのため、樹木管理において特に注意すべき樹

種は、この3群落である。 

図-1 面積が大きい樹種のセグメント別の面積推移 

 

４． 樹林化要因の分析・評価 

  

(1) 立地特性と再樹林化の関係 

 庄内川中流部を対象として、ヤナギ林及びハリエン

ジュ林の樹高調査を平成27年度より実施している。この

樹高調査は、再樹林化特性（比高・水際からの距離と再

樹林化との関連性）や樹林化の進行特性、抑制要因等に

関する情報を取得するために実施したものである。調査

は平成25年度に大規模な樹木伐採工事が実施された36地

点について、伐採前（平成22年度）と伐採後2年目（平

成27年度）、伐採後5年目（平成30年度）のヤナギ類群

落とハリエンジュ群落の有無を確認し、比較を行った。

なお、平成25年度の樹木伐採工事は伐木除根のみ実施し

ている。 

生育地点数から整理すると、ヤナギ類群落について

は、伐採前は36地点中21地点で生育が確認されたが、伐

採後2年目では11地点と半減し、伐採後5年目では7地点

と伐採前の1/3となった。一方、ハリエンジュについて

は、伐採前は9地点、伐採後2年目で9地点、伐採後5年目

で15地点と、伐木および伐木除根後に分布拡大傾向が見

られた。 

群落面積から整理すると、ヤナギ類については、伐採

前と比べて伐採後5年目には当初面積の1/10程度に縮小

していた。一方、ハリエンジュについては、伐採前と比

べて伐採後5年目には当初面積の1.5倍程度まで拡大して

いた。 

伐採前、伐採後2年目、伐採後5年目のヤナギ類および

ハリエンジュの生育の有無と立地特性の関係を整理して

みると、ヤナギ類群落については、伐採後5年目には比

高2m以下、水際からの距離60m以内、冠水頻度3～8回／

年程度の範囲で再繁茂する傾向が見られた。ハリエン

ジュは、伐採後5年目には主に比高2.5m～4m、水際から

の距離50m～100m、冠水頻度1～2回／年程度の地点で再

樹林化する傾向が見られた。ただし、水際からの距離が

短くても比高が3～4m程度と高い場所では再樹林化して

いる箇所も見られた。 

図-2 ヤナギ類の生育の有無と立地特性（比高、水際からの距

離、冠水頻度）との関係 

図-3 ハリエンジュの生育の有無と立地特性（比高、水際から

の距離、冠水頻度）との関係 

 

（2）本調査で得られた知見 

 ヤナギ類については、伐木および伐木除根により、再

樹林化が抑制されており、効果があると考えられる。し

かし、河岸部の水際に帯状に着生する傾向が見られた。

水際に帯状に着生するのは防ぐことが困難であると考え

られるため、陸側に拡大させない工夫が必要である。 

 ハリエンジュについては、伐木のみの場合と比べて伐

木除根まで実施した方が、再樹林化の拡大速度を抑制す

る効果が期待されるが、伐木除根まで実施しても再樹林

化を抑制することは困難であると考えられる。よって、

伐木除根＋αもしくは伐木除根に代わる対策が必要であ
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る。また、ハリエンジュは河川における対応を優先すべ

き主な外来植物10種に位置付けられている2)ことから、

治水対策に加えて外来種防除対策の観点も必要になって

くる。さらに、再繁茂時の生長速度が速い傾向にあるた

め、生長速度を踏まえた維持管理サイクルを考える必要

がある。 

 

５． 河道内樹木の維持管理対策（試験施工）3)～28) 

 

（1）樹種毎の樹林化対策のねらい 

庄内川における樹木管理の施工方法および維持管理方

策については、これまでの現地調査結果および検討成

果、他河川での事例等を踏まえ、試験施工の実施をす

る。試験施工は、庄内川の樹木管理上重要となるヤナギ

類、ハリエンジュ、タケ類を対象に実施する。 

施工方法および維持管理方策については、今後、試験

施工結果を踏まえ、より確実な再繁茂対策、コスト縮

減、環境への配慮の観点により、庄内川で最適な手法を

選定し、実施していく。 

ヤナギ類について、庄内川では伐木・除根による再繁

茂抑制効果が確認されているが、コスト面での問題があ

る。今後は、コスト縮減の観点から、除根によらない再

繁茂抑制策の検討も必要である。また、ヤナギ類は水際

に着生した実生の生育による樹林化対策も重要となるた

め、生育抑制と陸側への分布拡大の観点も必要である。 

ハリエンジュについては、従来の伐木・除根のみで

は、再繁茂の抑制は困難である。そこで、外来種の再繁

茂を確実に抑制する観点での追加対策が必要である。そ

のため、伐木除根＋αの対策を実施する。また、コスト

縮減の観点から除根を行わない方法の有効性の確認も必

要である。 

タケ類については、根茎から再繁茂するので伐木・除

根が効果的ではあるが、庄内川では竹林の面積が最も大

きいため、コスト縮減の観点から除根によらない再繁茂

抑制策の有効性を確認することが必要である。 

また、伐木・除根後の人工裸地には、外来草本群落等

が侵入し分布を拡大することが懸念される。そのため、

本来植生である在来の高茎草本群落等の早期回復を図る

ことが必要である。 

 

（2）試験施工箇所の選定 

 ３か年緊急対策にて実施した樹木伐採箇所の特性（分

布範囲、構成種、面積等）を調査し、施工性やモニタリ

ングの観点から試験施工箇所を選定する。また、再樹林

化の抑制効果を把握するため、再樹林化の可能性が高い

立地条件の箇所を選定することが必要である。 

ヤナギ類は、コスト縮減の観点から、群落面積が最も

大きく、冠水頻度が比較的小さく、生育基盤が安定して

いるA3-4工区を選定した。 

ハリエンジュは、確実な再繁茂抑制の観点から、群落

面積が最も大きく重機等の侵入が容易なA2-10工区を選

定した。 

タケ類は、コスト縮減の観点から、広い竹林が形成さ

れており、かつ根茎が周囲に広がりにくい環境である

A3-5を選定した。 

図-4 試験施工箇所（ハリエンジュ） 

         図-5 試験施工箇所（ヤナギ，タケ） 

 

（3）試験施工の選定 

 現在実施されている伐木・除根を基本的な伐採手法と

した場合、既往事例で効果の見られた対策の中から、樹

種毎の樹林化対策のねらいを踏まえた樹木伐採手法を抽

出し、維持管理、環境面、施工性、コスト面から総合的

に判断し、試験施工を実施することとする。 

 ヤナギ類については、環状剥皮、木酢液の塗布、機械

での刈取りを実施する。 

ハリエンジュは、天地返し、敷き均し、定期的な刈取

り、重機での踏み倒し、木酢液の塗布を実施する。 

 タケ類は、チップ敷均し、砂利等敷均し、機械での刈

取り、重機での踏み倒しを実施する。 

  

 

 

 

 

 



 

図-6 試験施工方法（ヤナギ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-7 試験施工方法（ハリエンジュ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-8 試験施工方法（タケ） 

（4）コストの試算 

 試験施工に係るコストについて、初期費用及びトータ

ルコストを試算した。試算にあたっては、伐採+除根で

は再繁茂による再度伐採が必要になるものとして考慮

し、２サイクル終了時（３回目の伐採直前まで）のトー

タルコストとして試算した。再繁茂による伐採は、治水

計画における死水域設定として判断される樹高に達した

時点を再伐採時期とし、既往事例及び樹高調査結果より

再伐採期間を算出した。図-5のトータルコストの試算比

較図は検討段階のものであり、イメージ図である。 

 トータルコストを試算した結果、ヤナギ類、ハリエン

ジュ、タケ類において、今回施工したいずれの再繁茂抑

制対策についてもその効果が見られれば伐木・除根に対

してトータルコストの縮減が見込まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-9 トータルコストの試算比較イメージ図 

 

６． 試験施工箇所のモニタリング計画 

 

伐採後の再樹林化傾向および施工方法別の再繁茂抑制

効果を把握するために、モニタリング計画を検討した。

調査期間は施工後3～5年を目安とし、対策の効果を時点

評価しモニタリング継続の必要性や施工方法の見直しな

どについて検討を行う。 

評価の視点は、①再繁茂が抑制されている、②再繁茂

のスピードが遅くなっている、2点とし、伐木・除根箇

所との比較を行い、効果の程度を判定するものとする。

なお、再繁茂のスピードが遅くなっているとは、伐木・

除根箇所と比べて再繁茂の本数が少ない、密度が低い、

幹回りが細い、樹高が低いのいずれかもしくは複数が該

当した場合とする。 

以上を踏まえて、ヤナギ類、ハリエンジュ、タケ類の

試験施工箇所のモニタリングの内容を整理した。 
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ヤナギ類は、伐木除根に対して、いずれ

の再繁茂抑制対策においてもトータルコ

ストの縮減が見込まれる。 

ハリエンジュは、天地返しは伐

木除根とほぼ同等のコストと

なる。他の対策は、伐木除根と

比較してトータルコストが縮

減される。 

タケ類は、伐木除根に対して、いずれの再繁茂

抑制対策においてもトータルコストの縮減が

見込まれる。 
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図-10 試験施工とモニタリング調査の内容 

 

７． 河川協力団体との協力 

 

 令和元年度に伐竹（除根無し）を実施した、庄内川左

岸33.8kp付近の志段味地区（環境整備箇所）で活動して

いる、河川協力団体と連携を行い再繁茂しないよう、試

行的に管理をお願いしている。施工方法は、除根を実施

せず、定期的な刈り取りを実施している。 

 

８． 今後について 

 

 本稿で紹介した試験施工は、令和元年度末に着手した

ばかりであり、十分な知見が得られていない状況である。

しかし、令和2年6月に試験施工箇所を確認したところ、

ハリエンジュ群落箇所の砂利被覆を施工したところは、

目立った萌木が無い等の効果が出ているものも見受けら

れる。よって、樹木の再繁茂防止効果について、今後モ

ニタリングを実施し効果を確認する必要がある。また、

その結果に基づき、庄内川における代表樹種3群落につ

いて、より有効的な再繁茂対策を検討するため、樹林化

バスターズ等に相談し、今後の樹木伐採の工法の選定に

資する予定である。 
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